
























ヤエヤマの rbcLの塩基配列を決定し比較したところ、両者の間に 1,197塩基中 3-4塩基の
差異が確かに存在することが確認された。また、Kimura’s 2 parameter methodに基づき
算出された両者の遺伝距離は 0.003 であった。ヤエヤマが属するシマオオタニワタリ節の
シダ植物を材料とした先行研究によって、rbcL の塩基配列に基づく遺伝距離は生殖的隔離






















































 本研究については、学位申請者が第一著者の論文１報が ActaPhytotaxonomica et 
Geobotanica誌に既に受理されている。以上、本研究は本学の博士（理学）の学位に十分値
するものと判断した。 
 
４ 最終試験の結果 
 本学の学位規定に従って、試験および試問を行った。公開の席上で論文発表を行い、生
命科学専攻の教員による質疑応答をもって試験にあてた。また、論文審査委員が本論文お
よび関連分野について試問を行った。その結果、専門科目および外国語についても十分な
学力があることを認め、合格と判定した。 
